
新
春
の
お
慶よ

ろ
こ

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
区
民
の
皆

さ
ま
に
は
、
新
し
い
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
区
内
陽
性
者
数
が
累
計
で
2
千
名
を
超
え
る
な

ど
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
が
大
き
な
影
響
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令

以
降
、
陽
性
者
数
が
増
え
る
中
、
医
療
従
事
関
係

者
を
は
じ
め
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
方
々
に
は
、
感
染
の
不
安
と
闘
い

な
が
ら
、
現
在
に
至
る
ま
で
そ
の
職
責
を
果
た
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

区
は
こ
の
区
政
最
大
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
た

め
、
感
染
症
対
策
を
は
じ
め
と
し
た
、
生
活
・
経

済
の
支
援
策
な
ど
6
本
の
柱
か
ら
な
る
緊
急
対
策

「
新
お
お
た
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
も
、
区
民
の
皆
さ
ま

の
生
命
・
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
区
内
の
経

済
活
動
を
支
え
る
対
策
に
、
切
れ
目
な
く
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

感
染
症
と
の
闘
い
は
本
年
も
続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
新
し
い
生
活
様
式
の
中
、
で
き
る
限

り
明
る
く
前
向
き
に
生
活
が
で
き
ま
す
よ
う
、
区

も
全
力
で
皆
さ
ま
に
寄
り
添
う
施
策
を
実
行
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
安
全
で
安
心
な

生
活
が
保
た
れ
る
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。 大

田
区
長

大
田
区
長

未
来
を
切
り
拓ひ

ら

き

ひ
と
が
輝
く
明
る
い
一
年
に

令和2年度認定
大田区伝統工芸士

笛師　田
たな か や す と も

中康友さん
>> 詳細は4面へ

新しい生活スタイルで
 新しい年も元 気に !

地域力・国際都市　おおた
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▼舘田一博（たてだ・かずひろ）　東邦大学医学部微生物・感染症学講座教授／（一社）日本感
染症学会理事長/政府新型コロナウイルス感染症対策分科会メンバー

▼令和2年度成人のつどい運営委員　石井さん、石山さん、岩佐さん、上田さん、栗原さん、
櫻井さん、夛田さん、土井さん、松永さん、吉沼さん（50音順）

▼本橋菜子（もとはし・なこ）　バスケットボール女子日本リーグ・東京羽田ヴィッキーズ
所属／バスケットボール女子日本代表候補

▼写真左から廣瀬さん（包括大森東）、阿部さん（包括糀谷／見守りささえあいコーディネー
ター）、荻田さん（包括羽田／同コーディネーター）

―コロナは、学校生活にも影響を与えましたよね 
上田：友だちと会えなかったのは、すごく寂しかったです。
オンラインでつながれるけれど、直接会うのとはやっぱ

り違います。

夛田：私は4～7月はオンライン授業だったので、今年度
初めて学校に行けたのが7月末でした。友だちとはオンラ

インでは会っていたけれど、対面で会うのは初めての人

もいました。いい意味でみんな印象が違うなと感じました。

―学校や遊びに行けない中で、どんなことをして過ごし
ていましたか？
石山：僕は自宅で趣味の絵画をして過ごしました。好きなことに没頭できた
ので、つらいと感じることは少なかったです。

櫻井：僕が通う学校は週2回登校、そのほかはオンライン授業でした。メリハ
リをつけて生活できたので、僕にとってはいい経験ができた期間だったかな。

―新成人の皆さんは、これからの未来をどのように過ごしたいですか？
石井：今は電車でしゃべることや席を詰めて座るのが、いけないことのよう
な雰囲気がありますよね。そういう気まずさをお互いに感じなくていい世の

中になってほしいです。

土井：今後すぐにコロナが無くなることはないし、しばらくは感染が続いて
いくんだと思います。コロナを他人事と考えずに、感染対策を取りながら今

できることをやっていきたいです。

吉沼：つらいときは誰かに聞いてもらうのが大事だと思います。SNSでもな
んでもいい、時には感情をぶつけてもいいんじゃないかな。そうやって徐々

に前に進んでいきたいですよね。

上田：コロナが終わった時
に、後悔しない過ごし方を

したいです。時間がたくさ

んある今だからこそ、目標

ややりたいことを見つけて、

後悔しない生き方をしたい

です。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
皆
さ
ん

離れていてもつながる心
地域の方の言葉に救われた2020年

―高齢者と関わる地域包括支援センター（以下、包括）は、
コロナの影響が大きかったのでは？
廣瀬：私たちの主な仕事は相談業務と地域づくりなので
すが、訪問や地域の集まりができない中で今後どうやっ

て皆さんとコミュニケーションを取っていくかが課題で

した。

荻田：そんな中で生まれたのが「つながる掲示板」でした。
掲示板は各包括に置いて、地域の皆さんに今の状況など

を自由に書いてもらうものです。地域のつながりを感じ

てもらえたらいいなと思い、始めました。

―印象的な書き込みはありましたか？
廣瀬：「コロナに負けるな」という言葉は印象的でしたね。高齢者は重症化す
るといわれている中で、大変な思いをしていらっしゃるのが伝わってきました。

阿部：「見てますよ、ありがとう」と書いてくれるだけでうれしかったです。
利用者の方へお手紙を送ることもあったのですが、お返事があると皆さんの

状況が分かり本当に安心しました。皆さんの言葉に支えられた職員は多かっ

たと思います。

荻田：包括羽田は同施設内に中学・高校生が利用する施設もあるので、イラス
トや学校生活のことなどの書き込みもあります。立ち止まって見ている姿も

目にするので、やってよかったなと感じます。

―今年はどんな年になることを願いますか？
荻田：大変な時期があったからこそ気付けた人とのつながりを、今年もみん
なで大切にして過ごしたいで

すね。

廣瀬：特に高齢者は感染リス
クが高く影響が大きいので、

皆さんが好きなことを我慢す

ることなく、思い切り楽しめ

る年になってほしいです。

阿部：私たちも地域の皆さん
も、コロナを正しく理解して、

お互いを思いやって過ごして

いけたらいいなと思います。

新 しい 生 活 スタイル で 新しい 年 も元 気 に !
おおた区報は昨年9月から、「withコロナ時代を生きる」をテーマに新型コロナウイルス感染症（以下、コロナ）の情報を連載してきました。

本号では、大田区で活躍する4組の皆さんに伺った「コロナがあったからこそ感じられた人とのつながり」をご紹介します。
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今、 私たちにできることをやる
前向きな気持ちで勝利を勝ち取る！

―コロナの第1波流行時はシーズン中だったと思います。
どんな影響を受けましたか？
去年は、シーズンが途中で中止になったところから始

まりました。やっと練習できるようになってからは、休

館している体育館が多い中でチームの事務局が練習でき

る場所を一生懸命探してくれたので、転々としながらな

んとか練習してきました。私たちのチームは「今、私た

ちにできることをやろう」という前向きな気持ちが強く、

本当にいいチームなんですよ。

　緊急事態宣言期間中は、実家で家族と過ごしました。

私が実家の庭でシュート練習をするときに、姉たちが手

伝ってくれて。コロナ禍だからこそ、家族とできたこと

だったと思います。

―大田区に活動拠点を置く東京羽田ヴィッキーズ。大田区の魅力はどんなと
ころだと感じますか？
区内の方々とは、試合後のサイン会や練習中に近所のお店の方々が差し入

れを持ってきてくれた時に、直接ふれあえる機会があります。応援に来てく

れたときは「また来るね」って声をかけてくれて。下町感っていうのかな、

人情味にあふれたところが温かくて、本当にありがたいです。

―今年の意気込みを教えてください
まずは、無事にオリンピックが開催されてほしい。去年苦しい時期を乗り

越えてきたからこそ、開催されたら世界中のみんなが一緒に感動できると思

うんです。日本代表選手に選ばれたら、自分が

求められている役割をアグレッシブに果たした

いです。チームで確実に勝ち進んで、絶対に金

メダルを取りたいです。

東京羽田ヴィッキーズも着実に成長していま

す。1月のシーズン後半戦は今までの積み重ねを

試合の結果につなげて、最後は笑って終わりたい

です。どんなときも希望を忘れずに、区民やファ

ンの皆さんと一緒に頑張っていきたいです！

令
和
2
年
度

成
人
の
つ
ど
い

運
営
委
員
の
皆
さ
ん

新成人のパワー！コロナ禍だから
こそ後悔しない生き方をしたい

東
邦
大
学
医
学
部

微
生
物
・
感
染
症
学
講
座

舘
田
一
博
教
授

感染症を正しく恐れ、 共存する
これからの私たちに求められること

―感染症の専門家として、コロナに対してどのような対
策を取られてきましたか？
国外で感染が確認された当時は、未知の感染症がどん

な影響を及ぼすのか非常に想定しにくかったです。国内

で感染が確認されてからは、とにかく日本国内でパニッ

クを起こさないための情報発信を行いました。緊急事態

宣言は、世界のような爆発的な感染の増加が日本でも起

こるのではないかという危機感の中で議論しました。こ

のままでは医療崩壊が起こり、大きなパニック状態にな

る。一方で、宣言を出せば社会の経済がストップしてしまう。当時の専門家

会議メンバーで非常に悩んだことを覚えています。

―コロナを通して見えたものはありますか？
コロナは人と人、国と国とを分断する感染症です。感染者や医療関係者な

どへの差別と偏見の問題も、その1つの事例といえるでしょう。僕たちはこ

の感染症と長く付き合っていかなくてはならない。そのためには、感染症の

特徴を知り、正しく恐れ、共存していくための生活様式を作っていく必要が

あります。そういう「大田区モデル」を、区と東邦大学の連携講座「地域連携

感染制御学講座」を通して区民の皆さんと作り、全国に発信していきたいと

考えています。

―最後に、区民の皆さんへメッセージをお願いします
先日梅屋敷の商店街を歩いていたら、すれ違った方に「頑張って！」と声を

かけてもらいました。僕はそういう温かさが

ある大田区に、感染症に強いまちになってほ

しいんです。

　今年は区民の皆さんと一緒に考え、向き

合っていく年にしたい。きっと僕たちは、医

学の進歩や感染症の経験を通して、感染症と

もっとうまく共存できるようになっていきま

す。大田区、そして日本の「互いを助け合う心」

を信じて、ともに協力していきましょう。

©東京羽田ヴィッキーズ

成人のつどい運営会議の様子

つながる掲示板
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i thコロナ時代だからこそ
つなげていきたい

伝統がある

笛工房和康（わこう）（中央七丁目）
では、篠笛以外に能管、龍笛、ね
ぶた笛、琉球笛など日本全国の多
様な横笛が作られています（上）。
測定器を使い、丹念に調律具合を
チェック（左）。

になり、笛を新調したいというお客さまもぐっと減

りました。だからこそ生まれた時間は「“次”につな

げるための期間」だと思います。沖縄の八重山民謡

などで使う琉球笛の復元・復刻について相談があり、

その調査や研究に専念しました。沖縄の3種の音楽

を1本の笛で奏でられるようなものをと開発に時間

を充てました。また、笛のメンテナンスの依頼もい

くつかあります。自宅で過ごす時間

が増えて、しまってあった笛を引っ

張り出してきたのでしょうね。今は

これまでできなかったことへの挑戦

や力を蓄えるための時間と思って、

考えながら、やりながら走り続けて

いきたいですね。

笛をはじめ、和笛は昨今の西洋音楽と

のコラボレーションや和楽器を使うバ

ンドの人気で、とても需要があります。

また、大田区は祭りがあると子どもたちが自分の笛

を持ってお囃
は や し

子に駆け付けるような地域ですから、

笛になじみが深い方が多いと思います。昨年はコロ

ナの影響で、お祭りや舞台などの催しが次々と中止

篠

　区では、伝統工芸士の社会的評

価の向上や伝統工芸に対する興

味・関心の喚起のために区内で活

躍されている伝統工芸士の方々を

認定しています。令和2年までに

11名が認定されています。

大田区
伝統工芸士とは

　12月29日～1月３日
は、東京都発熱相談
センター、東京都新型
コロナコールセンター
で受け付けます。

新型コロナウイルス感染症
に関するお知らせ

新型コロナウイルス感染症
に関するお知らせ

大切な人の命を守るために
感染症対策を続けましょう
大切な人の命を守るために
感染症対策を続けましょう

家庭内感染が
増えています
家庭内感染が
増えています

▲
詳細はコチラ

▲
詳細はコチラ

●症状がある・感染が疑われる方／
新型コロナ受診相談窓口
●東京都発熱相談センター
　（24時間対応）
☎5320－4592

●大田区相談センター
（平日午前9時～午後5時）
☎5744－1360
■FAX5744－1524

●感染への不安のある方
●東京都新型コロナコールセンター
（午前9時～午後10時／土・日曜、
休日も対応）
※多言語（日・英・中・ハングル）に
よる相談も可
☎0570－550571
　■FAX5388－1396

相談窓口

●世帯数・・・399,356世帯
●総人口・・・734,727人

日本人人口・・・710,635人
 （男・・・352,763人　女・・・357,872人）
外国人人口・・・24,092人
 （男・・・11,414人　女・・・12,678人）

●面積・・・60.83km2

区の世帯と人口 令和2年12月1日現在

　今年度は午前・午後
の2部制で開催します。
詳細は、案内状か区
HPをご覧ください。

▶日時　令和3年1月11日㈷
①午前11時～11時45分
②午後3時15分～4時

▶会場　大田区総合体育館
▶対象　平成12年4月2日～13年4月

1日に生まれた方

令和3年度成人のつどい
運営委員募集中

　令和4年1月に開催する式典を、区
と一緒に企画・運営する新成人を募
集しています。応募方法など、詳細
は区HPをご覧ください。

▶問合先
地域力推進課青少年担当
☎5744－1223　■FAX5744－1518

成人のつどいを
開催します

ト ピ ッ ク ス

診療時間：日曜＝午前9時～午後4時30分

大森医師会診療所（中央4－31－14）　 ☎3772－2402
◎12月29日～1月3日は休診

外科

施術時間：日曜、祝日＝午前9時～午後5時

東京都柔道整復師会大田支部   　　☎090－3542－3896

接骨（ほねつぎ）

夜間・休日診療案内

診療時間：月～金曜（祝日を除く）＝午後7時45分～10時45分

大田区子ども平日夜間救急室（大森西6－11－１）
東邦大学医療センター大森病院3号館内　 ☎3762－4151

小児科

◎12月29日～1月1日は休診。1月2・3日は午前9時～午後
5時開設

必ず電話連絡をしてからお出かけください。
※◎以外は12月29日～1月3日は日曜、祝日の診療時間・取り
扱いです

診療時間：日曜、祝日＝午前9時～午後9時30分
土曜＝午後5時～9時30分

大森医師会診療所（中央4－31－14）　 ☎3772－2402

田園調布医師会診療所（石川町2－7－1）
※日曜、祝日のみ ☎3728－6671

蒲田医師会診療所（蒲田4－24－12）　 ☎3732－0191
※12月29日～1月3日は事前に電話予約が必要です

小児科、内科

診療時間：日曜、祝日＝午前9時～翌日午前9時
月～金曜＝午後5時～翌日午前9時　
土曜＝正午～翌日午前9時（近隣の開業医で受診可能な時間
にはそちらをご案内することがあります）

診療曜日・医療機関
日・月・水・土曜、祝日　
東邦大学医療センター大森病院            ☎3762－4151

日・火・金・土曜、祝日
昭和大学病院附属東病院 ☎3784－8383

木曜
東京都保健医療公社荏原病院 ☎5734－8000

眼科

取り扱い時間：日曜、祝日＝午前9時～午後10時　
土曜＝午後5時～10時

大森地区
　大森会営薬局（中央3－1－3）  ☎3774－7721

田園調布地区　※日曜、祝日のみ
　ゆきがや薬局（東雪谷5－1－1）            ☎3728－3231

蒲田地区
　蒲田薬局（蒲田4－38－5）  ☎3732－1291

薬（処方せん調剤）

診療時間：日曜、祝日＝午前9時～午後5時
（午後4時30分まで受け付け）

大森歯科医師会館（池上4－19－7）　 ☎3754－8648

蒲田歯科医師会館（新蒲田1－4－14）  　  ☎3731－9282

歯痛

和笛制作
令和2年度認定
大田区伝統工芸士

田
た な か や す と も

中康友さん
（笛師）

大田区報　令和 3年 1月 1日号4

新型コロナウイルス感染症の影響により、催しなどは中止・延期となる可能性があります。催しなどにご参加の際は、マスク着用などの感染症対策にご協力をお願いします。

HP＝ホームページ
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